














































































































































































































































































































































である。例えば、大前提「S は P または P' または P"
……」に対して小前提「S は P である」とするとその


















































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4
念からの理性認識






























































































































































































































































































































































































































































































































































































47）T46.62b。『四教儀集註』上巻 558 頁に単 ･ 複 ･
具足の四見を整理した一覧表がある。四句を更に
拡大するには、例えば、亦有亦無の有、非有非無
の有、ないし非有非無の非有非無、という具合に
である。
48）A758ff.B786ff. この文は表題であり、この段落内
の以下の引用もそれに続くものである。
49）A594.B622.
50）A594.B622.
51）A596.B624. 原典注釈部分。
52）A770.B798.
53）A781.B809.
54）A775.B803.
55）A781.B809.
56）A644.B672.
57）A776.B804.
58）A781.B809.
59）A777.B805.
60）A776.B804.
61）A565.B593.
62）A678.B706.
63）A810.B838.
64）A801.B829. 原典注釈部分。
65）A818.B846.
66）A819.B847.
67）A677.B705.
68）A666.B694.
69）A805.B833.
70）A820.B848.
71）A822.B850.
72）A830.B858.
73）A825.B853.
74）A827.B855.
75）A828.B856.
76）Vorrede,XXX.
77）A795.B823.
78）A851.879.
79）A795.B823.
80）A819.B847.
81）A772f.B800f.
82）T46.69a。
83）大 33.702c。
84）A819.B847.
85）第一は経験的な因果必然性、第二はサイコロ論で
扱った全可能性の必然性。それに対して、「これ
しかない」は第三の必然性と言える。
